投稿論文チェックリスト（2023年8月改訂版）
投稿にあたってウェブシステムに入力してご提出ください（電子ファイルとして作成する必要はありません）。
論文題目　※ウェブシステム上は別途入力
（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　チェックしたら、（　　）内に「○」あるいは「なし」を選択してください。

　※ウェブシステム上は、「1.書式、形式、提出物などに関して」、「2.文章に関して」、「6.A倫理規程」、「6.B(1)承認を得ている場合」、「6.B.(2)承認を得てない場合」、「7.二重投稿の禁止について」、「8.著作権・肖像権について」は「なし」を選択することはできません。

1. 書式、形式、提出物などに関して
A. A4用紙に1ページ1200字（40字×30行）で書式設定した。（　　）
B. 用紙の上・下・左・右に3cm以上の余白をとった。（　　）
C. 規定の刷り上がりページ（原著論文と実践論文は12ページ、報告論文は8ページ、展望論文は15ページ、意見論文は2ページ）以内に収まっている。やむを得ず規定分量を超える場合は、理由書をウェブシステムに入力し、提出する。（　　）
D. 本文、文献、資料に通し番号（ページ）をつけた。（　　）
E. 原稿の右余白に、すべての図や表の挿入箇所を示した。（　　）
F. 必要な提出物（論文題（日本語・英語）、日本語要約、本文、文献、英語要約（必要に応じて、資料、脚注、表、図、付記、添付票、修正後あるいは過去に本誌で掲載不可の判定を受けた再投稿の場合は修正対照表）がそろっている。なお、添付票はウェブシステムに入力し、提出すること。（　　）
2. 文章に関して
A. わかりやすく簡潔で、読み手に確実に内容が伝わる文章にした。（　　）　　
B. 主語が不明で、 2 通りに解釈できる文章はない。（　　）
C. パラグラフ同士のつながりは明確である。（　　）
D. 誤字、人名のスペルミス、文献記載の不備等の誤りはない。（　　）
E. 句読点は「，」「。」で統一されている。（　　）
F. 本文中の引用と、引用文献リストのあいだで、綴りや刊行年が合致している。（　　）
G. 文献はアルファベット順、ついで刊行年順に並んでいる。（　　）
3. 図表に関して
A. 図表は必要なものだけを、わかりやすい形で提示している。（　　）
B. 無駄な図表はない。（　　）
C. 図と表で示された内容は重複していない。（　　）
D. 図や表のタイトルは適切である。（　　）
4. 論文の内容に関すること
A. 方法や結果が過不足なく記述されている。（　　）
B. 方法に不明な点はない。（　　）
C. 主要な結果を中心にまとめられている。（　　）
5. 統計に関して
A. 適切な統計的手法を用いている。（　　）
B. 検定対象のデータが、その検定を使用するための前提条件を満たしている。（　　）
C. 検定結果の解釈は妥当である。（　　）
6. 倫理的配慮について

A. 研究の実施や公表にあたって、「一般社団法人日本発達心理学会倫理綱領・倫理規程」に従っている。（　　）
B. 研究の実施に際して、所属機関等の倫理審査委員会の承認を得ている。（　　）

倫理綱領の第２条で「所属機関に倫理審査委員会等がある場合には、所定の申請手続きに則り申請を行い、審査・承認を受ける必要がある。」と定められています。
(1) 承認を得ている場合：倫理審査を受けたことと、研究の実施に際して、研究対象者（や保護者等）に行った説明と同意の手続きを本文に記載した。（　　）
(2) 承認を得ていない場合：説明と同意の手続きに加えて、研究の実施に際してどのような倫理的配慮を行ったかを本文に記載した。（　　）
また、承認を得ていない場合は、その理由を以下に書いてください。
C. 全著者は、研究の構想・設計、データ収集・解析・解釈、論文の作成のいずれかにおいて重要な貢献をしており、論文のすべての側面について説明責任を負うことを承認している。また、研究に実質的に貢献している者のうち、著者として省かれた者はいない。（　　）
7. 二重投稿の禁止について
A. この論文は同時に他の学術雑誌に投稿していない。（　　）
B. この論文は未公刊である。学術および一般雑誌、大学や研究機関等の紀要や学術機関リポジトリ、学術および一般図書に掲載されたことはなく、印刷中でもない。（　　）
8. 著作権・肖像権について
A. 著作権について十分に配慮した。例えば、①既公刊論文（自身の先行研究論文を含む）における本文・図表・尺度・調査紙（質問項目・検査項目など）の引用に際し出典を明示した。②既公刊論文における図表や尺度・調査紙を改変して引用する際、改変したことを論文に明記した。③また改変にあたり許可が必要な場合、版権を持つ出版社等に許可を得た。④未邦訳の尺度や調査紙を翻訳・翻案して利用し論文に引用する際、版権を持つ出版社等に許可を得た。⑤自ら関与した共同研究のデータを論文に利用する際、共同研究者やデータの管理者に了解を得た。⑥写真等の使用にあたっては、原則として個人が特定されないよう配慮した上で、被写体となった人から投稿・公刊の承諾を得た。（　　）
